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建設ロボット技術に関する懇談会 設立趣意書

（案） 

 
我 が 国 の 国 土 は 、 気 象 、 地 形 、 地 質 等 が き わ め て 厳 し い

状 況 下 に あ り 、 毎 年 の よ う に 水 害 ・ 土 砂 災 害 等 の 自 然 災 害

が 発 生 し て い る 。 ま た 、 十 数 年 お き に 噴 火 等 の 活 発 な 火 山

活 動 に 伴 う 広 域 的 か つ 大 規 模 な 土 砂 災 害 も 発 生 し て い る 。

こ れ ら 災 害 か ら の 復 旧 活 動 に お い て 、 安 全 を 確 保 し つ つ 、

迅 速 な 施 工 を 実 現 す る 有 効 な 手 段 と し て 、 無 人 化 施 工 技 術

に代表される建設ロボット技術がある。  
ま た 、 災 害 復 旧 活 動 の み な ら ず 、 施 工 ・ 維 持 管 理 に 活 用

し て 、 施 工 効 率 の 向 上 、 熟 練 技 能 者 不 足 の 解 消 、 危 険 ・ 苦

渋 作 業 の 解 消 、 適 確 な 点 検 等 、 将 来 に 向 け て 建 設 ロ ボ ッ ト

技 術 は 幅 広 く 効 果 を 発 揮 す る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ て い

る。  
 

こ れ ま で 国 土 交 通 省 で は 、 雲 仙 普 賢 岳 試 験 フ ィ ー ル ド 事

業 や 、 総 合 技 術 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 「 ロ ボ ッ ト 等 に よ る Ｉ Ｔ

施 工 シ ス テ ム の 開 発 」 等 に お い て 、 大 学 等 研 究 機 関 や 民 間

企 業 と の 連 携 に よ り 、 建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 の 調 査 ・ 開 発 ・ 活

用等を進めてきた。  
また、平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災を契機に、

今 後 発 生 が 予 想 さ れ る 大 規 模 地 震 等 災 害 に 備 え る 機 運 が 高

ま り 、 建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 の 調 査 ・ 開 発 ・ 活 用 等 へ の 期 待 が

大きくなっている。  
 
こ う し た 状 況 に 鑑 み 、 建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 に つ い て 、 今 後

の 調 査 ・ 開 発 ・ 活 用 の 方 向 性 や そ の 実 現 に 向 け た 方 策 な ど

を 取 り ま と め る こ と を 目 的 に 「 建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 に 関 す る

懇談会」を設置するものである。  
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建設ロボット技術に関する懇談会 規約（案） 

（ 名  称 ）  
第 １ 条  本 会 は 、「 建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 に 関 す る 懇 談 会 」（ 以 下「 懇

談 会 」 と い う 。） と い う 。  
（ 目  的 ）  
第 ２ 条  建 設 ロ ボ ッ ト 技 術 に つ い て 、 今 後 の 調 査 ・ 開 発 ・

活 用 の 方 向 性 や そ の 実 現 に 向 け た 方 策 な ど を 取 り ま

とめることを目的とする 。  
（ 組 織 等 ）  
第 ３ 条  懇 談 会 は 、 座 長 及 び 委 員 を も っ て 組 織 す る 。  

２  懇 談 会 は 、 別 紙 に 掲 げ る 有 識 者 及 び 行 政 関 係 の 委 員 で 構

成 す る 。  
３  座 長 及 び 委 員 の 任 期 は 、 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す

る 。  
（ 座 長 ）  
第 ４ 条  座 長 は 、事 務 局 の 推 薦 に よ り 委 員 の 確 認 に よ っ て こ れ

を 定 め る 。  
  ２  座 長 は 、 懇 談 会 の 議 事 の 進 行 に 当 た る 。  
  ３  座 長 は 、必 要 に 応 じ て 委 員 以 外 の 者 の 出 席 を 求 め る こ と

が で き る 。  
４  座 長 に 事 故 が あ る 時 は 、 事 務 局 の 推 薦 に よ り 委 員 の 確 認

に よ っ て そ の 職 務 を 代 行 す る 委 員 を 定 め る 。  
（ 情 報 公 開 ）  
第 ５ 条  懇 談 会 は 、 公 開 を 原 則 と す る 。  
（ 事 務 局 ）  
第 ６ 条  懇 談 会 の 事 務 局 は 、総 合 政 策 局 公 共 事 業 企 画 調 整 課 に

置 く 。  
（ 雑  則 ）  
第 ７ 条  こ の 規 約 に 定 め る も の の ほ か 、懇 談 会 の 運 営 に 関 し 必

要 な 事 項 に つ い て は 、 懇 談 会 で 定 め る も の と す る 。  
附  則  
  こ の 規 約 は 、 平 成 ２ ４ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 か ら 施 行 す る 。
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建設ロボット技術に関する懇談会 委員名簿 

 

委  員  

淺 間  一    東 京 大 学 大 学 院  工 学 系 研 究 科  教 授  

鈴 木  剛    東 京 電 機 大 学  工 学 部  情 報 通 信 工 学 科  教 授  

高 橋  弘    東 北 大 学 大 学 院  環 境 科 学 研 究 科  教 授  

建 山  和 由   立 命 館 大 学  理 工 学 部  環 境 シ ス テ ム 工 学 科  教 授  

永 谷  圭 司   東 北 大 学 大 学 院  工 学 研 究 科  准 教 授  

油 田  信 一   芝浦工業大学 工学部 電気・電子学群（電気工学科） 特任教授 

 

植 木  睦 央   建 設 無 人 化 施 工 協 会  会 長  

岡 本  直 樹   (一 社 )日 本 機 械 土 工 協 会  技 術 委 員 会  委 員  

北 原  成 郎   (公 社 )土木学会 建設用ロボット委員会 土木技術小委員会 委員長 

立 石  洋 二   (社 )日本建設業連合会 土木工事技術委員会 専門委員 

三 浦  久    (社 )全国建設機械器具リース業協会 企画広報委員会 委員 

見 波  潔    (一 社 )日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所 所長 

山 崎  豊 彦   (一 社 )建 設 電 気 技 術 協 会  企 画 部 長  

渡 辺  和 弘   (独 )土 木 研 究 所  技 術 推 進 本 部 長  

（ 敬 称 略 、 五 十 音 順 ）  
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行  政  委  員  

中 村  健 一   国土交通省 大臣官房 技術参事官 （総合政策局担当） 

越 智  繁 雄   国 土 交 通 省  大 臣 官 房  技 術 調 査 課 長  

安 藤  淳    国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長 

山 田  邦 博   国 土 交 通 省  水 管 理 ・ 国 土 保 全 局  治 水 課 長  

渡   正 昭   国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部 保全課長 

 三 浦  真 紀   国 土 交 通 省  道 路 局  国 道 ・ 防 災 課 長  

石 橋  良 啓   国 土 交 通 省  関 東 地 方 整 備 局  企 画 部 長  

（ 敬 称 略 ）  

 


